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イ ン ド・ムス リムの生業 における親族 と

姻族 ネ ッ トワー クの重要性

グジャラートの染色コミュニティの事例

金 谷 美 和*

Kinship and Affinity in a Business Network of Indian Muslims: 
           the Dyers' Community of Gujarat 

                      Miwa Kanetani

本研究は,西 インド,グ ジャラー ト州カッチ県ブジの染色業者コミュニティ

を事例にして,ム スリムのカース ト的集団内部の社会関係を明らかにすること

を目的とする。従来のインド・ムスリムの社会関係の研究は,カ ース ト的集団

問の関係に焦点がおかれ,集 団を社会的に均質な存在 として捕 らえる傾向が

あった。本稿は,そ のような先行研究の偏 りを是正 し,イ ンド・ムスリムがカー

ス ト的集団内部のまとまりをもちつつ,生 業に関わる社会関係,親 族や姻族関

係を中心 とした社会関係を構築 していることを明らかにする。

   This study focuses on the social relations of Indian Muslims, the Khatri, 

who were a caste-like community in Kutch District, Gujarat State. I criti-

cize previous studies on Indian Muslims, in which the inter-relations between 

castes have been mainly studied rather than the intra-relations of castes. 

   The Khatri were recognized as dyers among local people, and they pro-

duced dyed fabrics both for local demand and for regional merchants outside 

Kutch in such places as Bombay. 

   Although the Khatri had a well-established jamaat (caste-like Muslim 

community in Gujarat) organization, this did not actually function as a trade 

association. Rather the workshop owners depended on their own networks of 

kinship and affinity for their dyeing work.
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1序 論

本稿 は,グ ジ ャラー ト州 カ ッチ県 ブジの染色業 コミュニテ ィ,カ トリーの事例 を取

り上 げ,生 産業 を通 じてカ トリーたちが どの ような社会 関係 を構築 しているかを明 ら

かにす る。それに よって,従 来 の イン ド ・ムス リム社会論 におけるカース ト論 を批判

す る。特 に,従 来 のムス リムのカース ト論で は,集 団問の社会関係 に焦点が当て られ,

集 団内部 の社会 関係が軽視 されが ちであった点 を批判す る。

イ ン ドのムス リム社会 は,こ れ までイ ン ドの多数派 である ヒン ドゥー社会 に特有 の

カース ト的構 造 と類 似の社会構造 を持 って いる ことが議 論 されて きた。最初 にア ン

サー リーに よって,北 イ ン ドのムス リムの問には ヒン ドゥー教徒 のカース トに類似す

る集 団が観察 される ことが指摘 され,そ の後 ア フマ ドらの論集 で議論 された。 その集

団は,内 婚集 団で しば しば世襲 的な職業 をもち,ま とまった名称,帰 属意識 をもち,

集 団 問に はヒエ ラル キー関係 や差異 化が あ るこ とが 明 らか になった。(Ansaril960;

Ahmad1978;小 牧2000)1)。

ヒエラルキーにおいて最 も重要 であったのは,ア ラブやア フガニス タン起源 のムス

リムであるアシュラー フと,ヒ ン ドゥーか らの改宗 ムス リムである非 アシュラーフが
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ムス リムたちに よって区別 されてお り,ア シュラーフが非 アシュラーフ よりも高位 で

ある とみな されている ことである。 アシュラーフの中で も特 に,預 言者 の子孫 である

とされるサ イヤ ドは ヒエ ラル キーの頂 点 に位 置す る(Ansaril960:35-51;小 牧2000:

29)0

この ように,イ ン ド ・ムス リムのカース ト的集 団につ いての従来 の議論 は,集 団問

の関係 を中心 と して,集 団間を差異化 す る観念 を明 らかにす るこ とに焦点 がおか れ

た。 ヒン ドゥー と共通す る ものなのか,あ るいは異 なる観念 に よって差異化が な され

ているのかに関心が集 まった。例 えば,カ ース ト名称 のイスラーム的な変更 に よる集

団の地位上昇 な どは,ヒ ン ドゥー教 徒 とは異 なる現象で ある(Ansari1960:37-38;小

牧2000:304-307)。 また,ヴ ァ トゥクは,南 イ ン ドのムス リムは グルー プに分か れて

いる ものの,集 団聞を差異 として捉 え,ヒ ン ドゥー教徒 のカース ト的な ヒエ ラルキー

としては捉 えていない と述べ た(vatuk1996)。

ミシュラは,グ ジ ャラー トのムス リムの研究 を行 い,グ ジ ャラー トに も北 イ ン ドと

同様 にカース ト的な組織が あ り,そ れ らはナー ト,あ るいはジ ャマーア トと呼 ばれて

い るこ とを明 らかに した。 しか し,北 イン ドとは異 な り,ア シュラー フ と非 ア シュ

ラー フの違 いは明確 ではない こと,一 部 の グループには,農 業 か ら商業へ の転換 に よ

る経済 的地位 の上昇 に よる社会 的地位 の上昇 がみ られる ことな どを挙 げてい る(Misra

1985:133-138)o

さ らに ミシュラは,ジ ャマーア トと,カ ース ト的なジ ャマーア ト ・バ ンデ ィと呼 ば

れるジ ャマーア トの組織 は,イ スラームの平等主義 と矛盾す る と人々に認識 されなが

らも求心力 を もち,内 婚 な どを通 してむ しろ より強化 されてお り,グ ジ ャラー トのム

ス リムの社会 に とって重要 な社会単位 となっている ことを指摘 している。 しか も一方

では逆 に,ジ ャマーア ト組織 を通 じて,反 イスラーム的な慣習 の撲滅 な どが 図 られて

お り,ジ ャマーア トを通 してイスラーム化が 人々の問に浸透 している とい う現象 も生

じている ともい う(Misra1985:139-149)。

グ ジ ャラー トでは,ボ ーホラー,ホ ージ ャ,メ ーモ ンといった,経 済 的に も社会 的

に も地位 の高い商 人 コミュニテ ィの存 在が有 名であ る。 これ ら商 人 コ ミュニテ ィ も

カース ト的な集 団であ り,コ ミュニテ ィの まとまりと相互扶助が強 く,商 売 の上 で も

コミュニテ ィのネ ッ トワークが生 か されている。

しか し,こ れ らの商人 コミュニテ ィは,緊 密 なジ ャマーア ト組織 を もちつつ,財 産

管理 や生業 のために親族 関係 を重要視 しているが,そ の点 につ いて ミシュラや,や は

りグジ ャラー トのムス リム商 人を研究 したエ ンジニアは見落 としている2)。
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ミシュラは,商 人 コミュニテ ィが経済 的な力 をつ け,社 会 的威信 を獲得 していった

点について,ジ ャマ ーア ト全体 としての まとまりを強調 した。裕福 なジャマーア ト ・

メ ンバ ーに よる教育 と住居 の提供 に重点 をおいた互助 的な助 け合いが,全 体 としての

ジ ャマー ア トの地位 向上 に役立 った と述べ る(Misra1985:139-149)。 エ ンジニア も,

商 業 コミュニテ ィ内部 で経済 的格差 な どが ある ことを指摘 しなが ら,ジ ャマーア トの

まとまりと排他 的なアイデ ンテ ィテ ィの保持 を強調 している(Engineer1988:3-10)。

ミシュラやエ ンジニアの研究 は,グ ジ ャラー トのムス リムのジ ャマーア ト組織 の存

在 と機 能 とについて明 らかに した点 で評価 で きるが,ジ ャマーア トのま とま りを強調

しす ぎて,ジ ャマーア トを社会 的に均 質な存在 としてみて しまっている。 その ような

見方 は,ム ス リムの異 なる集 団同士 の相違 を強調 しす ぎたせ いで もある。

イ ン ドのカース ト論 で も,カ ース ト問の関係 よりも,カ ース ト内部 の社会 関係 を明

らかにす る ことに視点 を移 した研究が ある。従来 の村落研究 では,カ ース ト問の関係

に焦点 が当て られが ちであったのに比べ て,ポ ー コックの研究 は,村 落 において,ヒ

ン ドゥー教徒 の異 なるカース ト問関係 よりも,カ ース ト内関係 の方が しば しば より重

要 である点 を示 している(Pocock1972)3)。

本 稿 では,同 様 の ことをムス リム社 会研 究 に対 して指摘 したい。ムス リムの ジ ャ

マー ア トは,確 かに まとま りが あるが,ジ ャマー ア トは決 して均 質 な集 団ではな く,

内部 には貧富 の差が ある。 カース ト内婚 を とっているが,同 じカース トの者 な ら誰 と

で も結婚す る とい うわけではない。 また,生 業 において も必ず しもジ ャマーア トが 同

業者組合 として機 能 している とは限 らない。

カース トが,生 産業者 や商人 に とってのギル ド,つ まり同業者組合 の ような もの と

して機 能 している例 もある。 マイ ンズは,ヒ ン ドゥーの職 人に とって,カ ース トはギ

ル ド的機 能 をもつ こ とを指摘 してい る(Mines1984)。 ム ス リム にとって も,カ ース

ト的組織 は商業 的機能 をもち,徒 弟制 の もとでの職業訓練,仕 事 の技術 や雇用 を守 る

こ と を行 い,資 本 主 義 的経 済 に適 応 して い る と グ ッ ドフ レ ン ドは 述 べ て い る

(Goodfriend1983:132-136)o

注 意 すべ きなのは,常 にカース ト(ジ ャマーア ト)が,ど の局面 において も最 も重

要 であるわけではない とい うことである。 その点 につ いて北 イン ドのムス リム社会 を

論 じたマ ンは,複 数 のアイデ ンテ ィテ ィが重 な り合い,時 に応 じて家族 アイデ ンテ ィ

テ ィや,ム ス リム としてのアイデ ンテ ィテ ィ,あ るいは階級 アイデ ンテ ィテ ィな どが

強調 される様 子 を記 述 してい る。一般 に北 イ ン ドの ムス リムの アイデ ンテ ィテ ィに

とって最 も重要 なのは,カ ース ト的組織 であるが,生 産業 に携 わる者 に とって一番重

554



金谷 インド・ムスリムの生業における親族と姻族ネットワークの重要性

要 なアイデ ンテ ィテ ィは家族 を単位 としている とマ ンは述べ ている(Mann1992:16)。

カ ッチ県で染色業 に携 わ ってい るのは,カ トリー(Khatri)と い うムス リムの ジ ャ

マーア トである。 カ トリーは ヒン ドゥー教徒 か らの改宗 ムス リムで,カ ース ト的な内

婚制度 や職業 の世襲 といった まとまりを もっている。 カ ッチ県 のカ トリーは,絞 り染

め(バ ー ンダニー,bamdhana),木 版 捺染,ろ うけつ染 めな ど多種 の技術 に よる染織

品生 産 に携 わってい る4)。 カ トリーは,カ ッチの ムス リムの ジャマーア トの なかで3

番 目に人 口が多 く,よ く組織 されたジ ャマーア ト組織 を持 っている。 しか し,染 色 と

い う仕事 をジ ャマーア トが ほぼ独 占 しているに も関わ らず,ジ ャマーア トは染色業 に

とって生 産組合 の ような もの としては機能 していない。

カ ッチのカ トリーたちは,「染色 カース ト」 として地元社会 において認知 され,ジ ャ

マー ア トの生業 と して染 色業 に携 わって きた。19世 紀 にはローカル な需要 に合 った

布 の染色 と同時 に,イ ン ド洋海域 で行 われた交易 むけの染色 を行 っていた。現 在 は,

ロ ーカルな需要 にあった染織 品を生産 しつつ,商 品の主流 は,都 市 の中産 階級 向けの

ものへ と転換 している。

本稿 では,N工 房 とい うブジ在住 の絞 り染 めを生産す る染色工房 を中心 に して,カ

トリーたちが,親 族 ・姻族 関係 を基盤 に して染色業 とい う生業 を行 っているこ とを明

らかに し,カ トリー内部 の社会 関係 を形成 して きた ことを明 らかにす る。

2調 査 地 の 概 要

カ ッチ(Kutch)県 は イン ド西部 グジ ャラー ト(Gujarat)州 の 行政 区(district)の

一 つで あ る
。 カ ッチ県 の全 人口 は126万2,507人,首 都 ブ ジ(Bhuj)の 人 口 は12万

1,009人 で あ る(DistrictCensusofGujarat1991:14,258-259)(図1)。

カ ッチ湿地 は,高 潮 時やモ ンスー ンの時期 には冠水す るが,乾 燥気候 のためにほ と

ん どの時期 には干上が ってお り,場 所 に よっては白い塩 の結 晶のみ られる ところ もあ

る。 雨 量 は年 間340mmで,雨 期 で あ る7月 か ら9月 に降 る。 降雨 が少 ない ため,

カ ッチ県 の全土 の73%は 耕 作 に適 さない荒 れ地である(Menon1998:3)。 ま た,カ ッ

チは数年 ごとに干 ばつ に見舞 われる。

カ ッチは北西 を湿地 に囲まれ,南 東 をアラ ビア海 に面 しているために,グ ジ ャラー

ト側 か ら陸の孤 島 となってお り,地 理 的に も歴史 的に も,現 在 はパ キスタ ンに属 して

い るス ィ ン ドと関係 が深 か った。16世 紀 にス ィン ド出 身の ラー ジ プー ト,ジ ャ レ

ジ ャーに よって王 国が建設 された。 カ ッチの住民 のほ とん どもス ィン ドか ら移住 した
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図1カ ッチ地図(筆 者作成)

由 来 をもってお り,言 語 的5),文 化 的,ま た染織 品 につい て もス ィン ドとの近親性が

高 い。

ムス リムは,カ ッチ人口の約2割 を占め てお り6♪,ヒ ン ドゥーのカース トと類似す

るグ ループに分かれ ている(表1)。 ム ス リムの一部 は アラブやア フガニス タン起源

であ り,他 は地元 の改宗 ムス リムである。改宗 ムス リムは,ヒ ン ドゥーであった ころ

の伝統 的職業名 と結 びついた名称 を もち,そ の職業 につ く者 もいる。本稿 で中心 に論

じるカ トリー も,改 宗 ムス リムで染色業 を伝統 的な職業 としている。

農村部 のムス リムは,牧 畜 に従事す る。雨量が少 ないために,農 業 は灌概 に頼 って

お り,ま た降雨の不安 定 さか ら牧畜が盛 んで あ る。歴 史的に海路 に よる交易 が盛 ん

で,ム ス リムの商 人 コミュニテ ィは,イ ン ドのマラーバ ル海岸沿 いの ダマ ン,ボ ンベ

イ,コ ーチ ンや,東 ア フ リカ,ア ラ ブ とも交易 を行 ってい た(Patel1971:290;富 永

1994,2001)o

カ ッチの首都 ブジは,1548年 に ジ ャレジ ャー王朝 の初代 の王 である ラーオ ・ケ ンガ

ルジー1世(RaoKengarjil)に よって,カ ッチの首都 として建設 された王城都市(ダ

556



金谷 イン ド・ムスリムの生業 にお ける親族 と姻族 ネッ トワークの重要性

ル バ ー ル ・ガ ー ド,Do酌 躍9α 融)で あ

る(図2)。 旧 市 街 は,高 さ10m,厚

さ126cmの 城 壁 に 囲 ま れ,5つ の 門,

マ ハ ー デ ー ブ ・ゲ ー ト(Mahadevgate),

ワ ニ ヤ ワ ー ル ・ ゲ ー ト(Waniawad

gate),ビ ー ル ・ ゲ ー ト(Bhidgate),

サ ル パ ト ・ゲ ー ト(Sarpatgate),バ ト

ワ リ ー ・ゲ ー ト(Patwadigate)に よ っ

て 外 の 道 とつ な が っ て い た 。

城 壁 内 部 は,王 の 元 居 住 地 で あ る ア

イ ナ ・マ ハ ー ル(AinaMahal)と プ ラ

グ ・マ ハ ー ル(PragMahal)を 中 心 に し

て,表 通 り に 市 場(バ ザ ー ル,bazar),

そ の す ぐ裏 に 住 居 の 立 ち 並 ぶ,職 住 の

混 在 し た 曲 が り く ね っ た 通 りが 迷 路 の

よ う に 入 り 組 ん だ 街 で あ る 。 通 り

(セ ー リ ー,serf)や 辻(チ ャ ク ラ ー,

表1ム ス リム の ジ ャマ ー ア ト

ジ ャ マ ー ア ト 伝統的職業

Saiyad 教師,農 業 サービス

Shaikh 家畜の繁殖 農業

Moghul 兵士

Momna 農業 サービス

Khoja 商業

Bohm 商業

Samma 農業,家 畜繁殖 と売買

Memon 農業 労働 商業

Sonara 商業

Khatri 染色 大工,農 業

Kumbhar 壷作 り

Sanghar 牛 飼 い,農 業,サ ー ビ ス

Jat 牛売買

mardhari 牧畜

Miyana 兵士,船 乗 り,農 業

Bhadala 船乗 り

Sumra 兵 士,船 乗 り,木 こ り,農 業

Ker 農業 牛飼い

GujaratStateGazetteers,KutchDistrict1971を 参 照

し て 筆 者 作 成

chakra)に は,カ ー ス トの名前あ るい は職業の名前が付 けられてい る。19世 紀以降 は,

城 壁 の外部 に,県 庁 や警察 な どの公共施設,住 宅地が で き,ブ ジ市街地 は拡大 し続 け

ている7)。

カ トリーは,城 壁 内部 のカ トリー ・チ ャクラー と呼 ばれる一角 に居住 している。染

色工房 は,カ トリー ・チ ャクラーや ダンダ ・バザ ール を中心 に約40軒 あ る。最 も古

い工 房は創業約100年 と言 われる2つ の工房 である(表2の4番 と23番)。 他 の工房

は,最 初 の二つ か ら分 かれたか,あ るいは農村 か らブジに移住 して きた ものである。

なお,1ル ピー=約3円(1998年)と して計算す る。

3「 染 色 カ ー ス ト」 と し て の カ ト リ ー

本章 では,カ トリーのほ とん どが染色業 に従事 し,染 色業が ジ ャマーア トの生業 と

してみな されている ことを,歴 史史料 と民族誌 的デー タより明 らかにす る。歴史資料

として,植 民地期 に記録 されたセ ンサ スや地誌(gazetteer)を 参 照す る。
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図2ブ ジ地図(筆 者作成)

3.1植 民 地 期 の 記 録 に あ ら わ れ る カ ト リ ー

カ ト リ ー に つ い て の 記 述 の う ち 最 も 早 い も の は,1880年 のGazetteeroftheBo〃Zbay

Presidencyvol.V,Cutch,PalanpurandMahiKanthaで あ る 。 そ こ で は,ム ス リ ム の コ

ミ ュ ニ テ ィ と し て カ ト リ ー が お り,職 業 は 染 色,大 工,耕 作 で あ る と 記 さ れ て い る
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裏2ブ ジ の絞 り染 め工 房

番号 年商(ル ピー) 職人数 出身

1 2,700,000 560 Bhadra,vinjan

2 100,000 10 Bhuj

3 500,000 105 Bhuj

4 500,000 150 Bhuj

5 Bhuj

6 30,000 100 Bhuj

7 10,000 15 Bhuj

8 500,000 153 Bhuj

9 240,000 50 Nilona

10 360,000 50 Bachau

11 100 Bara

12 100,000 15 Bara

13 300,000 26 Bara

14 600,000 135 Mandvi

15 84,000 5 Bhadra

16 1,200,000 2so Bhadra

17 1,500,000 350 Mudan

18 700,000 105 Bhuj

19 300,000 53 Keroi

20 :11111 152 Keroi

21 250,000 200 Bhuj

22 500,000 50 Bhuj

23 500,000 150 Bhuj

(筆 者 作 成,1998年)

(GazetteeroftheBombayPresidencyvol.V,Cutch,PalanpurandMahiKantha1880:94)o

ま た,カ ッ チ の 染 色 業 に つ い て の 記 述 の 中 に,そ れ に 従 事 す る の は,コ ンバ ト リ ー

(Khombhatri)と カ ト リ ー ・カ ー ス トか ら改 宗 し た ム ス リ ム と,ヒ ン ド ゥ ー の カ ト リ ー

で あ る と 記 さ れ て い る 。 そ の 数 は,165世 帯 の 染 色 業 者 の う ち112世 帯 は イ ス ラ ー ム

教 徒 の カ ト リ ー で,53世 帯 が ヒ ン ド ゥ ー 教 徒 の カ ト リ ー で あ る と 記 さ れ て い る

(Gazetteer(～ 〃 舵Bo〃abayPresidency1880:94,126)。 同 じ 地 誌 の シ リ ー ズ で,1884年 に 出

版 さ れ たGazetteeroftheBo〃abayPresidency,vol.VIII,KathiawarBo〃abayで は,カ ト リ ー

は,捺 染 業 と染 色 業 で あ り,ま た 絹 と 木 綿 の 機 織 り も 行 う と記 さ れ て い る(Gazetteer

oftheBombayPresidency1884:152)0

1896年 に 出 版 さ れ たC.G.H.Fawcettに よ るAMon・graph・nDyesandDyeinginthe

BombayPresidencyに よ る と,染 色 に 携 わ る の は 特 定 の い く つ か の カ ー ス トで あ り,

そ の う ち の 一 つ が カ ト リ ー で あ る と さ れ,も と も と カ ト リ ー は 染 色 が そ の 仕 事 で あ る

が,現 在 で は 絹 と木 綿 の 機 織 り や,金 銀 糸 の 製 造,大 工,輔 輪 鉋 師,ブ ロ ッ ク を 積 む
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仕事,耕 作 な どに も携 わっている と記 されている(Fawcett1896:2)。

1901年 に 出版 されたGazetteer(～ 〃舵 βo"abayPresidency,vol.IX,partl,Gujaratp(～ ρ"1α一

tions,Hindusで は,カ トリー は機 織 り(weaver)と 記 され(GazetteeroftheBombay

Presidency1901:188),partll,Gujaratpopulations:Musalmans,Parrisで は,染 色 に携 わっ

ている コミュニ テ ィは,ラ ング レーズ(Rangrez)8)で,ヒ ン ドゥーの カ トリーか らの

改宗 者で ある と記 されている(GazetteeroftheB・mbayPresidency1901)。1907年 に 出

版 されたGazetteeroftheProvince(ゾ3加4で は,ボ ンベ イ ・プレジデ ンシーで行 われて

い る木綿 の染色 の仕 事 の総 量 の うち4分 の3は ス ィン ドで行 われてお り,そ れ に携

わ っている染色 カース ト(dyeingcaste)は,カ トリーあ るい はカテ ィ(Khati)で あ

る と記 されている(Gazetteerofthet)rovinceofSind1907)。

また,1922年 に 出版 されたR.E.EnthovenのTheTribesandCastesofBombayに よる

と,カ トリーは機織 りに従事す る者 である と記 されている(Enthoven1922:205-208)。

以 上見 た ように,19世 紀 の後半 か ら20世 紀 初期 にか けての植民地期 の記録 では,

ボ ンベイ管 区においてカ トリーは染色業 に携 わる者,あ るいは絹 と木綿 の機織 りに携

わる者 として記 されている ことが わかる。 また,カ トリーには ヒン ドゥー教徒 のカ ト

リー と,ム ス リムのカ トリーが存在 し,双 方が染色業 や機織 り業 に携 わっている こと

がわかる。

3.2ヒ ン ドゥ ー ・カ トリー とム ス リ ム ・カ トリー

キ ャンベ ルに よる と,カ トリーは16世 紀半 ばにス ィン ドか らカ ッチに移住 して き

て,カ ッチで改宗 した。改宗 の理 由は,カ ッチのサ ラスワーテ ィー ・ブラーマ ンとの

諦 いが原 因であった と書 かれている(Campbelll901:94)。 改 宗 の原 因につ いてパ テー

ルは,戦 争 で寡婦が た くさん生 じた ときに,寡 婦 の再婚 を認 めないブラーマ ンと対立

して,寡 婦 の再婚 を認 めるイスラームに改宗 した とも記 している(Patell974)。

改 宗 した後 も,ヒ ン ドゥー ・カ トリー とムス リム ・カ トリー は,社 会構造 や習慣,

生 業,居 住地 の多 くを共有 していた。双方 のカ トリーは同 じ名称 のサ ブ ・カース トや

クラ ンをもってお り,婚 礼衣装 も同 じものを用 いていた9)。

19世 紀 後半か ら20世 紀初頭 のセ ンサ スや地誌 な どの記 録では,グ ジャラー トでは

ヒン ドゥーのカ トリー とムス リムのカ トリーの双方が染色 に携 わっている ことが記 さ

れていた。 グジャラー トのサ ウラシュ トラやバナス カンタで は現在 で もヒン ドゥー ・

カ トリーが染色業 に携 わ ってい るが10),カ ッチで は染色業 に携 わってい るのは,ム ス

リムのカ トリーのみで,ヒ ン ドゥーのカ トリーはカ ッチ全体 で も3軒 のみである11)。
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また,ヒ ン ドゥー ・カ トリー とムス リム ・カ トリーの関係 も変化 している。 マ ン ド

ヴ ィーで は,両 者の 問の関係 は,19世 紀 前半 までは密接で あった。マ ン ドヴ ィーで

は,ヒ ン ドゥー とムス リムのカ トリーはひ とつ の コミュニテ ィとして,ラ ングチュー

リー(ramgchula,染 色 場)を 共有 していた。 ラ ングチュー リーは,全 染色業 カ トリー

(RangaraKhatriSa〃aasta)に よ って1728年 に購i入され,1832年 ま で ヒン ドゥー ・カ ト

リー とムス リム ・カ トリーの共 同の持 ち物 であった(Patel1976:50-58)。

しか し,ヒ ン ドゥー とムス リムのカ トリーの問には婚姻 関係 はなかった し,次 第に

両者 は別 々の コミュニテ ィとして認識 されていった12)。

3.3絞 り染 め に従 事 す る カ トリ ー

染色業 は,技 法 に よってい くつ かの種類 に分 ける ことが で きる。本稿 で論 じる絞 り

染 めは,も っ とも従事者が多 い。

絞 り染 め は,カ ッチでバ ー ンダニー と呼 ばれ,防 染(resistprint)の 一 種 であ る13)。

布 の一部 を糸 で縛 り,浸 し染 めす る ことで,糸 で縛 った部分が染 ま らず に模様 になる

技 法の ことで ある。バ ー ンダニ ーは,グ ジ ャラーテ ィー語 とカ ッチ ー語 で,「 絞 った

もの」 とい う意 味 を もつ。 カ ッチー語 でbandbadhnunは,動 詞 の 「絞 る」 とい う意

味 である。bindiと は絞 られてで きた点 ひ とつ ひ とつ のこ とである。

カ ッチの絞 り染 め の起 源 は明 らかで はないが,マ ー フィー とク リル(Murphyand

Crilll991:23)は,ヴ ァラダラジ ャンの研究(Varadarajan1983:13)に 依 拠 しつつ,カ ッ

チ に絞 り染 め を もた ら したの は,カ トリーたちで ある と推測 してい る。 つ ま り,グ

ジ ャラー トの絞 り染 めの起源 はス ィン ド,あ るいはムル タンである と考 え られ,ム ル

タン出身で,ス ィ ン ドを経 由 して16世 紀 にカ ッチ に移住 して きた カ トリー たちが,

絞 り染 めの技術 を もた らした と述べ ている14)。

カ トリー 自身 も,絞 り染 め とカ トリー との結 びつ きを認識 している。 カ ッチ西部 の

アブラーサ ー地方 では,昔 か らこういった ものだ と言 う。

カ トリーは畑の仕事はしない。粗いのも細かいのも絞 りを手で括る(KhatNila〃aukarkhed,

jeraterabinditohafttel)o

絞 り染 めの技法 の起源 につ いて,カ トリーの問では,フ ァキールに ヒン トを もらっ

た とい う伝承が伝 わっている。 フ ァキール とは,イ スラーム教徒 の聖 なる乞食 とで も

い う人 々の こ とで,聖 なる力 を もってい るとみ なされている。 ファキールの中 には,

病 気 を治 した り,予 知 の能力 を もった もの もいた とい う。 この ように,カ ッチのカ ト
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リーは,染 色 の中で も特 に絞 り染 め と結 びつけ られている。

絞 り染 めの商品 は,婚 礼 用の ヴェー ル(チ ュ ンダ リー,chumdra)や,近 年で は女

性用 の衣服 であ りサ リーや ドゥバ ッター とい うスカー フである。サ リーは縦1メ ー ト

ル,横4～5メ ー トル,ド ゥバ ッターは縦1メ ー トル,横2メ ー トルの生地 か ら染色

される。

カッチ在 住の カ トリーの人 口は,1998年 で 約8,000人 で あ る。1997年 の イ ン ド政

府 の手 工 芸 開発 長 オ フ ィス(OfficeoftheDevelopmentCommissionerforHandicrafts)

の ダイ レク トリーに よる と,登 録 されているカ ッチの絞 り染 め工房経営者 は74名 で,

職 人 の総数 は4,862人 で ある(DCH1997:14-19)。 生 産者の中での カ トリーの割合は,

木 綿 と絹の絞 り染 め生産で は99パ ーセ ン ト,ウ ールの絞 り染 め生産で は100パ ー セ

ン トで ある(表3)。 つ ま り,カ ッチの カ トリー人 口の半分以上 は,絞 り染 め に従事

してい る とい うこ とが言 える。 ブジは,カ トリー 人口が393世 帯,2,500人 で あ り,

絞 り染 めの小売 店が27軒,絞 り染め業者が約40軒 ある15)。

表2は,ブ ジにあ る絞 り染 め工房 の うち,調 査 可能 であ った23軒 の一 覧 であ る。

年商,職 人数 を示 しているが,工 房 の規模 と年商 には差が ある ことが分 かる。

3.4カ ッ チ ・カ トリー と して の ま と ま り

ムス リム ・カ トリーは,カ トリー とい う単位 を グジ ャラーテ ィー語 でカース トを意

味す るナー ト(ndt)と 呼 んだ り,ウ ル ドゥー語で ジャー ト(ノat)と 呼 んだ りす る。

カ トリーは,出 身地 に よって大 きく2つ の内婚集 団(サ ブ ・カース ト)に 分 け られ

ている。カ ッチ出身の 「カ ッチ ・カ トリー」 とカ ッチ以外 の出身,特 にグジ ャラー ト

南部 のサウラーシュ トラ出身の 「ハ ライ ・カ トリー」 である。 カ ッチ ・カ トリー とハ

表3カ ッチにおける染色業経営者のうちカトリーの割合(1997年)

染色の種類 総数 カ トリー カ トリー以 外 カ トリー の割 合

絞 り染め 68 67 1 99%

絞 り染め(ウ ール) 6 6 0 100%

ブ ロ ック プ リ ン ト(ア ジ ュ ラ ク含 む) 53 44 9 83%

バ テ ィッ ク 20 19 1 95%

デ ィ ス チ ャ ー ジ プ リ ン ト 3 3 0 100%

ロ ー ガ ン 6 6 0 100%

マ シ ュ ル 1 1 0 100%

合計 157 146 11

注:DCH=OfficeofDevelopmentCommisionerforHandicrafts

HandicraftsDirectoryofGujarat,1997を 参 照 し て 筆 者 作 成
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ライ ・カ トリーの問で婚姻 は禁止 されている。

また,カ トリーはグジ ャラー トの他 のムス リム と同様(Misra1985:139),ジ ャマー

ア ト(ノa〃2αα∂ と呼ばれ るコ ミュニティ組織 を もつ。ブジの カ トリー ・ジャマ ーア ト

は,ジ ャマーア トハーナ(jamaatkhdna,コ ミ ュニテ ィ会館)と モス クをもち,結 婚式,

葬 式 における食事 の供応 な どにジ ャマーア トハ ーナが用 い られる。 また,結 婚時 の契

約書,結 婚式 の花婿 か らの花嫁へ の贈 り物 の記録,花 嫁 に対 して父親が持 たせ る財 の

記録 は,ジ ャマーア トが記載 して確認す る。 その他 にジ ャマーア トの催 しとして,学

業優秀 な子供 の表彰 や聖者 の記念 日の食事 の振 る舞 いな どが ある。

この ように,カ ッチの カ トリーは,そ の 多 くが染色業 に携 わってお り,ま た19世

紀 末の史料か らも,「 染色 カース ト」 と して認識 されてい た。特 に,カ ッチ西部 のア

ブラーサ ー地方 では,絞 り染 めの生 産に携 わるカ トリーが多 い。 また,カ トリーたち

は,し っか りしたジ ャマーア ト組織 を もっている ことも分 かる。

4絞 り染 め の 生 産 形 態

ここでは,絞 り染 め生 産の工程 と分業形態 につ いて明 らかにす る。絞 り染 め生産 の

工程 は,親 方,職 人,仲 介者 の三者 に よる分業 に よってな されている。

4.1工 房 と親 方

工 房の経営者 は,セ ー ト(Seth,親 方)と 呼ばれ る。セ ー トは絞 り染 め制作の全 て

の工程 を統括 している。 セー トは,親 方 とか,主 人 とい う意味 である。工房 を経営す

るだけでな くて,大 きな商店 を経営 してい るようなセー トは,パ ルテ ィー(parta,商

会),ベ パ ーリー(bepara,商 人)と も呼 ばれる。 セー トは,必 要 に応 じて仕事 をカー

リーガール(karagar,職 人)に 分担 させ る。

絞 り染 めの生産 は,生 地 の購入,布 の裁 断 としつ け,下 染 め,デ ザ イ ン,絞 り,染

色,乾 燥,仕 上 げの工程 を経 て行 われ る(表4)。 親 方の仕事 は,生 地 の購 入,デ ザ

イ ンの決定,染 色16),販 売 であ る。絞 りは職人 にさせ,遠 隔地の職 人 とのや りとりは

仲 介者(エ ージ ェ ン ト,agent)に 任 せ る。職 人 には,絞 りの職 人,染 色 の職人,下

絵制作 の職 人が いる。親方 のサ リー1枚 か らの利益 は,表5の ようである。

この ような分業が で きたのは,カ ッチの絞 り職 人が19世 紀末か ら20世 紀初頭 にか

けて,ボ ンベ イやジ ャームナガル といったカ ッチ外 の都市 の工房 の仕事 を請 け負 うよ

うになった ことと関わっている。
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4.2絞 り の 職 人

絞 りの技術 は修得 に時間が かかるため,工 賃 も高 い。絞 りの手川頁は,左 手 の薬指 を

布 の下 か ら差 し入 れて,絞 りを作 る箇所 を持 ち上 げる。持 ち上 げた箇所 を右手 でつ ま

みなが らごく小 さな三角形 に折 り畳 む。折 り畳 んだ布 を左手 の親指 と人差 し指 で固 く

つ まみ,右 手 に持 った糸 で,4,5回 固 く巻 きつける。左 手の親指,中 指,薬 指 の爪 は

伸 ば してお くか,薬 指 に金属製 の爪(no)を は める。糸 はプラスチ ックの短 い管(ブ

ング リー,bungra,あ る いはナー リー,η ∂ゆ に通 して持 ち,絡 ま らない ようにす る。

絞 りには,サ ル カム(sarkam)バ ル テ ィー(barti)の2種 類の絞 りが ある。サ ルカ

表4絞 り染めの工程

作業内容 道具類 従事者 性別

1 原料の生地の購入 親方 男

z 布の裁断 しつけ 糸 親方 男女

3 下染め(黄色に) 染料 親方,職 人 男

4 デザインを布に写す 木型,型 紙 糸 親方,職 人 男女

5 絞る 糸 職人 男女

6 地模様を絞る 糸 職人 男女

7 染め ガ ス ・ス トー ブ 親方,職 人 男

8 一部糸をほどく 親方 男

9 二色 目の染め ガ ス ・ス トー ブ 親方,職 人 男

10 乾燥 親方 男

11 糸をほどく 親方 男

12 販売 親方 男

*デ ザインによっては,6の 工程の後に布の一部をビニールで くるんで防染 し,二 色に

染め分けることをする。

*絞 りの色を2色 以上に染め分ける際には,9の 工程の後に,8か ら9の 工程を繰 り返す。

*筆 者作成

表5サ リーの利益

生地の種類 生地値段 下請け工賃 卸価格 工房の利益

南インド木綿 3,000 2,000 5,200 200

バナーラス製絹 4,000 2,500 6,700 200

絹(金 糸格子織 り) 3,500 1,400 5,000 100

絹(ク レー プ) 600 250 950 100

絹(ジ ョー ゼ ッ ト) ・11 250 950 100

絹 425 100 550 25

*1998年,ブ ジN工 房

*単 位 は ル ピ ー

*筆 者 作 成
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ムはデザ イ ンの下絵通 りに絞 りを くくる ことで,バ ルテ ィーはデザ イ ンの線 の問を点

で埋 める ことである。 バルテ ィーの方が難 しく,熟 練 の職人 のみが それを行 うこ とが

で きる。サ ルカム とバ ルテ ィーでは工賃 も異 なる。

絞 りの工賃 の算 出方法 は,絞 り四つ で1カ リ(kali)と 数 え,1,000カ リ単位 で計 る

のが決 ま りであ る。工 賃 は,職 人の腕 に よって,あ るい はバ ル テ ィー とサ ル カムに

よって異 な って くる。絹地 に絞 ったバ ルテ ィーの工賃 は,腕 の良 い職 人で1,000カ リ

につ き150ル ピー,サ ルカムの工賃 は80ル ピー くらいが相 場であ る(表6)。

総 絞 りの絹のサ リーは,絞 りの数が4,000か ら1万 あるので,サ リー を1枚 絞 り上

げる と,だ いたい1,000ル ピーか ら2,500ル ピーの工賃 にな る17)。サ リー1枚 を仕上

げるのに,男 性 の職 人で約一 ヶ月,女 性 の職 人な らば家事 や育児 に時間を とられるの

で,お よそ4ヶ 月かかる18)。

4.3仲 介 者

仲 介者 の手 間賃は,サ リー1枚 につ き50ル ピーか ら300ル ピ ーである。一人 の仲

介者 につ き一 ヶ月に約100枚 のサ リーを仲介 し,約5,000ル ピ ーの収入 になる。

仲介者 は,親 方 か ら下絵 の描 かれた生地 と括 り糸 を うけ とる。生地 には,工 房 の名

前 を記 したス タンプが押 され,仲 介者 のイニシ ャルがペ ンで記 されている。 このスタ

ンプ とペ ン書 きは,染 色後 には染料 に よって消 えて しま うが,絞 りの段 階までは,生

地 の持 ち主 と仲介者 を判別す るための重要 な ものである。仲介者 は,複 数 の工房 か ら

の仕事 を請 け負 っているため,ス タ ンプが ない とどの工房 か らの生地 であったか分 か

らな くなる。仲介者 は,帳 簿 に職人 の名前 と依頼 した生 地の種類 日付 を書 き込む。

職 人か ら絞 り終 わった生地 をうけ とる と,仲 介 者 は絞 りの数 を数 えて工賃 を算 出 し,

職 人 に工賃 を支払 う。

仲介者 は,職 人の絞 りの腕 を よく把握 して,そ れに適 当な仕事 を依頼 し,職 人の腕

表6絞 り工賃

素材 種類 バルティー工賃 サルカム工賃

絹サ リー

木綿サ リー

木綿オダニー

ブジの職人

アブラーサーの職人

100

150

X

X

70

80

60

50

*単 位 は ル ピー

*1,000カ リ(4,000括 り)に つ き

*筆 者 作 成,1998年
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に応 じた工 賃を設定 しなければな らない。 そのために,仲 介者 は 自分 で絞 りが で きる

か,あ るいは絞 り染 めについて知識 を持 った人物 でない と仕事がつ とまらない。

この ように,工 房 の親方 は工程 のすべ てを統括 し,特 に染色 と販売 を担 当 している

こと,職 人 は絞 りや下絵 な ど専 門に よって行 っている仕事が異 なる こと,親 方 と職人

の間 を仲介す る仲介者が存在す る ことが分 かる。

5生 産 と親 族 関 係

本章 では,第4章 で明 らかに した絞 り染 め生 産の分業が,親 族,姻 族 を中心 とした

関係 によって行 われてい るこ とを明 らかにす る。特 にN工 房 の事例 をあげ,N工 房

の生 産に関わる職人 や仲介者 は,親 方 の父系親族 と姻族 か らリクルー トされている こ

と,婚 姻 を結ぶ こ とで,そ れ らの関係が強化 されてい ることを明 らか にす る。 さらに,

N工 房 の分裂 に よって,新 たに親族 姻族 関係 を利用 して新 しい工房 のネ ッ トワーク

が構築 された ことを明 らかにす る。

5.1親 族 関 係

カ トリーには,下 位集 団 として,カ ッチ語 で ノ ック(nokkh)と 呼 ばれる父系 の親

族集 団がある19)。 ヒ ン ドゥー教 徒の カ トリー にとって,ノ ックは外婚集 団 として機能

しているが,ム ス リムのカ トリーに とっては,ノ ックは外婚集団で はな くなってお り,

日常生 活 にお いて特 に重要 な意味 を持 ってい ない。一般 に カ トリーは99の ノ ックを

もつ と言 われている。 カ トリーは父系 で父方居住 をお こな う。 父系 の親族単位 は,ク

トゥンブ(ん 〃1〃〃め)と 呼ば れる。「あな たの ク トゥンブは何 です か」 と尋 ね る場 合,

父系 の集 団 を答 えるのが普通 である。 しか し,日 常生活 においては,ク トゥンブ とい

う言葉 が,父 方 の親族 と母方 の親族 の双方 を指 して使 われている ことが しば しば観察

された。

家族形態 は,核 家族 とジ ョイ ン ト ・ファミリー とが ある。 ジ ョイ ン ト ・フ ァミリー

は,父 親 の元 に母親 息子 たち とその妻 と子供 たち,未 婚 の子供 たちを含 む ものであ

る。世帯(ガ ル,ghar)も,こ の二つの家族形態が単位 になってい るこ とが多 い。 カ

トリーは,兄 弟が 同居す るジ ョイ ン ト ・ファミリーを理想 的である と考 えている。兄

弟 は,バ ー ンダニーの工房 を共 同経営す るな ど,生 業上 の協力 関係が ある ことが多 い

が,生 業 に関す る トラブルが もとで対立 した場 合,家 族が分裂す る こともある。

566



金谷 イン ド・ムスリムの生業 にお ける親族 と姻族 ネッ トワークの重要性

5.2親 族 関 係 と工 房

絞 り染 め の仕事 のネ ッ トワー クは,多 くは親族 関係 に よってい る。工房 の経 営 は,

父親 とそ の息子た ちに よる ものが多い。(表2)の う ち,父 親 と息子 たちに よる工房

経営 は,番 号10と16で あ る。父親が亡 くなる としば しば この ような兄弟 同士 の関係

は解消 されて,そ れぞれ独立 した工房 を立 ち上 げる こともある。 中には父親が健在 で

あって も,父 親 と兄弟た ちが それぞれの工 房 をもつ こ ともある。例 えば(表2)の 番

号2で ある。 また,父 親 と兄弟 たちが それぞれ異 なる地 に支店 をだ して,互 いは独立

しなが ら も協 力 しあ う形態 もある。例 え ば,(表2)の 番 号19と20の 兄 弟た ち は,

ジ ャームナガルやム ンバ イに支店 を もっている。 また,カ トリーのあいだで多 く見 ら

れる姉妹 交換 婚 による二組 の家族 が共 同で工房 を経営す る(表2)の 番 号1の よ うな

例 もある。

5.3N工 房 の例

具体 的に,工 房経営 や仕事 のネ ッ トワークに,親 族 姻族 関係が どの ように関わっ

てい るか を見るため に,(図3)を 参 照 しなが ら説明す る。(図3)は,N工 房 の親方

の一 人であるアブ ドゥラーの父系親族 を中心 に描 いた親族,姻 族 関係 図である。 アブ

ドゥラーの父 のアブ ドルラ ヒームは もう亡 くなってお り,オ ジのダ ン ドとオバ のアシ

ァ ッ トはパキス タンに移住 した。 カサ ム,ア ユ ーブ とい う二人 のオジ(FB)は 健 在で,

そ れぞれ独立 して仕事 を している。

カサ ムには,息 子が5人 お り,息 子 と共 にカ ッチ ・バ ンデージ とい う名前 の工房 を

経 営 してい る。 カサ ムの妻 のア ミナは,カ サ ムた ちの妹 であ るサ ラバ イの夫ハ ジ ・

ハ ッサ ンの姉 である。つ まりカサ ム とハジ ・ハ ッサ ンは互 いに,姉 妹交換婚 を した関

係 にあた る。ハ ジ ・ハ ッサ ンは別 の工房 の親方 を している。 カサムの息子 の二 人 は,

ハ ジ ・ハ ッサ ンの娘二 人 とそれぞ れ結婚 してい る(双 方交 叉 イ トコ婚)。 カサ ム とハ

ジ ・ハ ッサ ンは,義 理 の兄弟 同士 であ り,ま た子供 たち も婚姻 関係 を結 んでいるため

に,姻 族 同士 で もあ る。二 人は,別 々の工 房経営 を してい るが,商 品の融通 な どを

行 って,仕 事上 の協力 を しあ うこともある。 カサ ム とハジ ・ハ ッサ ンは,親 世代が姉

妹交換婚 を し,子 世代が双方交叉 イ トコ婚 を している。 この ように2代 にわたって婚

姻 関係 を結 んでいる ことで,二 つ の家族 は,強 い結 びつ きを維持 している とい うこ と

が で きる。

ア ブ ドゥラーの もう一 人の オジの アユ ーブは,息 子 たち二人 と ともにN工 房の絞
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りの職 人を していたが,長 男が染色 の技術 を学 んで2000年 に独 立 した工房 を持 った。

アユ ーブの妻 は,N工 房親 方の アブ ドゥラーの姉 の夫で ある ア リモハマ ドの姉で あ

り,ア リモハ マ ドの妻 は,ア ユ ー ブの兄 の娘(BD)で あ る。つ ま りアユ ーブ とア リ

モハマ ドは姉妹交換婚 を した ことになる。 また,ア ユ ーブの長男 はア リモハマ ドの長

女 と結 婚 してお り(双 方 交叉イ トコ婚),ア ユ ーブの娘 の一 人はカサムの息子の一 人

と結婚 して いる(父 方平行 イ トコ婚)。 アユ ーブ とア リモハマ ドも,親 世 代が姉妹交

換婚 をしてお り,子 世代が双方交 叉イ トコ婚 を してい るこ とで,2世 代 にわたって姻

族 関係 をむすんでい る ことになる。アユ ーブは,も と もとはN工 房の ための下絵 と

絞 りの職人 であ り,ア リモハマ ドはN工 房の仲介 者であ った。 この よ うに,姻 族 同

士 の二 人が,N工 房 を中心 に した絞 り染 めのネ ッ トワー クに結 びつ いているこ とが わ

かる。

このア リモハ マ ドとは,N工 房 の親方達 たち も姻族 関係 にある。交換婚 を したア リ

モハマ ドの妻 は,N工 房 の親方 の一 人であるアブ ドゥラーの姉 である。 さらに,ア リ

モハマ ドの二人の息子 たち,ガ ニ とラフィクは,N工 房の職人 を しているのだが,N

工 房の親方 のアブ ドゥラー とバ ルー ンは,そ れぞれの長女 を,ガ ニ とラフ ィクに嫁が

せ ているのである。 ガニは,ア ブ ドウラーの長女 と結婚 してお り,双 方交叉 イ トコ婚

に当たる。 ラフィクはバ ルー ンの長女 と結 婚 してお り,母 方平行 イ トコ婚 になる。N

工 房に とっては,姻 族であ るア リモハマ ドの息子達が,工 房の職人 と して働いてお り,

かつ娘 を嫁がせ ている ことで,緊 密 な関係 を維持 している と言 うことが で きる。

N工 房 の二 人の親方 のアブ ドゥラー とハ ルー ン自身 も,姉 妹交換婚 を してお り,互

いに義理 の兄弟 同士 である。 また,ガ ニ とラフィクの例で見 たように,親 方 と仲介者,

職 人 も親族 ネ ッ トワークに よっている。他 に もN工 房 では,下 絵職 人はアブ ドゥラー

のオジのアユ ーブであった し,仲 介者 の一人 はす でに述べ たア リモハマ ドである。 も

う一 人の仲介者 は,ア ブ ドゥラーの祖父 の兄弟 の孫 オスマ ン(FFBSS)で あ る。

ア ブ ドゥラー と二 人の姉 妹 は,父 を早 くに亡 くし,父 系 の男性 親族(FFBS)の ア

ブ ドレマ ンの ところに居住 していた。そ こで3人 は絞 り染 めの仕事 を学 んだ とい う。

現在 の仲介者 のオスマ ンは,ア ブ ドレマ ンの息子 である。

この ように,N工 房 に とって絞 り染め工房 の経営 に とって重 要 な職人や仲介 者 は,

ア ブ ドゥラーの父系親族,姻 族 か らリクルー トされている ことが分 かる。つ ま り,職

人 は姉 の息子(ZS)や オ ジ(FB),仲 介 者は姉 の夫(ZH)や 祖 父の兄弟の孫(FFBSS)

で あ る。別 の工房 を経 営 してい るオジの カサ ム とは,し ば しば商 品 を融通 しあ った

り,あ るいは共 同でセールを行 った りして協力 関係 にある。 そ して,そ の ような仕事
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上 の関係 の深 い相手 とは,子 供 同士 を結婚 させ た りして,さ らに緊密 な関係 を構築 し

ようとしている ことが分 かる。

この ような親族,ネ ッ トワー クは,婚 姻 を通 して より強化,拡 大 される。子供 の縁

組 みは,仕 事 の戦 略上重要 である。N工 房 と仕事上 関係 の深 い相手 とは,息 子 や娘 同

士 を結婚 させ て,よ り関係 を強化す る。例 えば,親 方達 の二 人の娘 は,仲 介者 の息子

たち と結婚 させ ている。 カ トリーのあいだで多 く行 われている婚姻形態 は,姉 妹交換

婚 とイ トコ婚 である。姉妹 を互 いに交換す る婚姻 は,ア ーメ ・サ ーメ(向 かい合 って

いる とい う意味)と 呼 ばれる。息子が いない場 合は,父 系親族 の男 の子が交換婚 の対

象 になる20)。 イ トコ婚 も多いが,イ ス ラーム社会 に観察 され るよ うな父方 の母方 に対

す る優先 は見 られず,む しろ仕事上 の関係 を優先 して縁組 みがな されている。N工 房

の属 している父系親族3世 代 において,15の 婚 姻 中,交 換婚 は9件,イ トコ婚 は4件,

不 明が2件 であった。

5.4N工 房 の 分 裂

親族 や姻族 関係 は,し ば しば うまくいかない こともあ り,そ の ような場 合は,工 房

の分裂 や仕事 のパ ー トナーの変更 とい うことが起 こる。N工 房 は,仲 介者 を している

親族 に娘 たち を嫁がせ,仕 事 の ネ ッ トワークを強化 したか にみ えたが,2000年 に二

人の親方 同士が仲違 い し,二 つの工房 に分裂 して しまった。

二人 の親方 は工房 を二 つにわけ,ア ブ ドゥラーは生 産を,バ ルー ンはその製 品の販

売 を担 当 して,そ れぞれ独立 でやってい くことに決 めた。 しか し販売 のほ うが軌道 に

の らなかったために,ハ ルー ンも工房 を設立 して,生 産か ら販売 まで行 うことに した。

この分裂 を期 に,親 方 達の親族 関係 や結婚戦 略 に も変化 が現 れた。 もと もとN工

房 は,ア ブ ドゥラーの父系 親族,姻 族 関係に よるネ ッ トワー クが大 きかったため に,

ア ブ ドゥラーのほ うはあ まり困る ことはなかった。 アブ ドゥラーは これまでの関係 を

さらに強化 す るこ とをお こな った。 まず,ア ブ ドゥラーの ほ うは,義 理 の息子 ガニ

(この工房 の仲介 者の息子)を 父親 アリモハ マ ドか ら独立 させ て工房 に加 え,以 前 ハ

ルー ンが担 当 していた販売 の仕事 を任せ る ことに した。 また もう一 人の仲介者 である

オスマ ン(ア ブ ドゥラーの祖 父の兄弟 の孫)の 弟二人 と,ア ブ ドゥラーの次女,三 女

を婚約 させ た。その ことに よって,仲 介者 との関係 を より強力 に し,仕 事 を して くれ

る職人 を確保 したのである。仲介者 であるオスマ ンは,ア ブ ドゥラーの工房 に職人 の

仕事 を供給 し,バ ルー ンの工房 に仕事 を供給 しな くなった。

バ ルー ンのほ うは ,仕 事 のネ ッ トワークをほ とん どアブ ドゥラーの親族,姻 族 関係
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に依存 していたために,分 裂 と同時に,仲 介者 と職 人を失 った ことになった。 そのた

め に,工 房 を立 ち上 げ,生 産 を軌道 に乗 せ るの に苦労 した。特 に,仲 介者 の一人 を

失 ったために,職 人不足 に悩 んだ。 そ こでバ ルー ンは,こ れまで下絵 の仕事 を してい

た義理 の息子 ラ フィクに職人 との仲介 の仕事 を して もらい,下 絵 の仕事 は,別 の親族

(バ ルー ンの二人の兄弟)に 依 頼す るこ とで,仕 事 のネ ッ トワークを新 しく作 り直 し

た。 これ までハルー ンの二 人の兄弟 は,弟 はム ンバ イで別の仕事 に就 き,兄 はブジで

下絵 の仕事 を していたが,ハ ルー ンとは折 り合 いが悪 く絶縁状態 であった。

弟 はハルー ンに誘 われてム ンバ イか らブジに移住 し,ハ ルー ンの妻 に教 えて もらっ

て下絵 の仕事 を始 め た。兄 のほ うは,バ ルー ンと仲直 りを した。 バ ルー ンは,ア ブ

ドゥラーの親族,姻 族 関係 に依拠 していた仕事上 のネ ッ トワー クを失 ったために,自

分 の親族 関係 を利用 して,仕 事 のネ ッ トワー クを作 り直 したのである。 さらにハルー

ンは,長 男 と次女 の婚約 を通 して,新 しく作 り直 したネ ッ トワークを より強 い ものに

しようとしている。長男 の婚約者 は,ハ ルー ンの工房 の新 しい仲介者 であるラフ ィク

の妹 である。 ラ フィクは,ハ ルー ンの長女 の夫 で もあ り,ハ ルー ンの妻 の姉 の息子 で

もある。 次女 の婚約者 は,新 しくバ ルー ンの工房 の下絵職 人になったバ ルー ンの弟 の

次男 である。

N工 房 の分裂後,バ ルー ンが アブ ドゥラーの親族 関係 を失 って も,ア ユ ーブや その

息子 たちの経営す る工房 とは,仕 事上,商 品 を融通 しあ った りして関係 は続いてい る。

それ は,ア ユ ーブがバ ルー ンの妻 で あるハ キマ(ハ キマ はアユー ブのBDに あた る)

を かわいが っていた こともあ り,ま たハルー ンの義理 の息子 であるラフ ィクの父親 ア

リモハマ ドとアユ ーブが姉妹交換婚 を していた こともある。

5.5女 性 の役 割

重要 なのは,こ の ような親族 姻族 ネ ッ トワークの構築 再構築,維 持 に重要 な役

割 を果 た しているのが女性 たちである とい うことである。女性 たちは普通,表 だって

工 房の経営 には関わ らない。絞 りや下絵 は,男 女 ともに携 わる ことので きる仕事 であ

るが,染 色 だけは男性 の仕事 とみな されてお り,工 房経営 と直接結 びつ く染色 の仕事

に女性が 関わる ことはない。女性が工房 の代表 になる ような ことは,陰 口の対象 にす

らなる。 しか し,女 性 は 日常 的な交際 や,結 婚式へ の参加,結 婚式 やイスラームの祭

礼 の際に行 われる儀礼 的なギフ ト交換 を通 して,親 族 間関係 の円滑化 に役割 を持 って

いる。

逆 に女性 同士 の仲違 いが,親 族 同士 の関係悪化 にな り,ひ いては工房 の分裂 につ な
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がることは実際に起 こっている。第6節 で述べた工房の分裂は,女 性 同士の齪齢が

きっかけになって,親 方同士が仲違いしたことに起因する。

また子供たちの縁組みに女性は大 きな決定権をもっている。例えば ある成功 した

親方が,親 族や姻族関係のない他の親方の娘に,自 分の息子 との縁談を申し込んだこ

とがある。親方同士は,そ れぞれ大 きな工房を経営 しており,仕 事上のネットワーク

を組むことはよいことと思えたが,親 方の妻が,娘 をイ トコに嫁がせた方が よいと判

断したために,断 ったことがある。母親は,娘 を嫁がせる相手 として,す でに親族や

姻族関係があり,家 風が よく似ているところの方が苦労がなくてよいと考えているの

である。

姻族関係が仕事の上での重要 なネットワーク強化につながっていることを考える

と,女 性が構築する人聞関係が染色業に大 きな役割をもっていることは明らかであ

る。

以上,工 房経営や,絞 り染め生産に関わる職人や仲介者は,親 族や姻族関係でつな

がりを持つ者がつとめて選ばれていること,子 供の世代同士を結婚 させることで,仕

事の上のネットワークをより強化 していることが明らかになった。

6分 業 成 立 の 歴 史

本章では,前 章で述べたような染色業のネットワークは,分 業のなかから生まれて

きたことを明らかにし,そ の分業がどのように形成 されたのかを,N工 房を経営する

親方たちの来歴 を追いなが ら,絞 り染めをめぐる時代背景から明らかにする。生産に

関わる分業は,あ る時に突然始 まったのではなく,生 産を行 う中で徐々に形作 られて

いったこと,ま たそのネットワークは親族や姻族関係をもとにして作 られていったこ

とを明らかにする。

6.1ア ブラーサ_21)と ジ ャーム ナ ガル,ボ ンベ イ

時代は,1940年 代にさかのぼる。当時,イ ン ドはいまだ大英帝国の植民地下にあ

り,カ ッチは藩王国としての存在を英国に認められていた。カッチからは多 くの商人

が東アフリカやアラブに商船で行 き来していた。カッチではアラブから輸入 した良質

の馬が育てられていた。 このような商船が出入 りする港町のマンドヴィーには,関 税

局や倉庫が建ち並んでいた。 このような時代に,ア ブラーサーはどのような場所で

あっただろうか。他の工房の親方 らの証言 も交えなが ら,当 時の絞 り染めをめぐるア
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ブラーサ ー,ジ ャームナガル,ボ ンベ イ(現 在 のム ンバ イ)の 関係 を見 たい。

カ ッチ西部 に位置す るアブラーサ ー地方 は,も ともとはジ ャームナガル とボ ンベ イ

の絞 り染 め店 のための,絞 り染 めの絞 りの供給地 であった。(図4)

ジ ャームナガルは,グ ジ ャラー ト州 ジ ャームナガル県 にあ り,ス ィン ド起源 のカ ッ

チのジ ャレジャ ・ラージ プー トが1540年 に建設 した町であ るために,カ ッチ とは関

係が深 かった。 カ ッチ とジ ャームナガルは,カ ッチ湾 をは さんで向かい側 にな り,海

路 を用 いて行 き来 があ った。 ジ ャームナ ガルは,絞 り染 めの産地 と して有名 であ っ

図4ア ブラーサー地図(筆 者作成)
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た。 アフマ ダーバ ー ドの キ ャリコ博物 館や ロ ン ドンのヴ ィク トリア ・ア ン ド ・アル

バー ト博物 館 に収蔵 され てい る絞 り染めの ほ とん どは,サ ウラシ ュ トラ産,つ ま り

ジ ャー ムナガルの ものであ る。(表7)は,キ ャ リコ博 物館収蔵 の絞 り染 めの一覧 で

ある。産地 は,サ ウラシュ トラ,サ ウラシュ トラあるいはカ ッチ と記 されている。つ

まり,ジ ャームナガル産の絞 り染 め もその絞 りはほ とん どが カ ッチの ものであった と

い うことを示 している。

ジ ャームナガルで最 も古 い絞 り染 め工 房は,ハ ライー ・ヒン ドゥー ・カ トリーの経

営 す るチ ャガンラー ル ・トーパ ン とジ ウラー ジ ・ギル タルの2つ あ った。 ジ ウラー

ジ ・ギル タルは1930年 創 業 であ る22)。ジ ャームナ ガルでは,ヒ ン ドゥー教 徒の王族

や商 人たちの着 るガルチ ョーラー と呼 ばれる婚礼用 のサ リーや婚礼用 の布 であるチュ

ンダリー(ヴ ェール),タ ーバ ンなどを作 っていた とい う。創業当時 は,紅 花23)で 赤

色 の染色 がな されていた。 ジ ャームナガルの絞 り染 めが有名 だったのは,ジ ャームナ

ガルの水 質の よさに よっている。 あるカ ッチの親方 は次 の ように言 う。

ジャームナガルでは色が良 く仕上が りました。ジャームナガルは水が良かったのです。ブ

ジでは色が白っぼくなって しまいます。インドで最も染色によいのは,ジ ャームナガルで

す。明るさがあります。異なる地方には異なる気候があり,異 なる水があり,明 るさで言っ

たら,ジ ャームナガルのものが一番よく,他 は劣ると言ってもいいで しょう。ジャームナ

ガルの絞 り染めが よい,と 言 うのではあ りません。絞 りは全てカッチでしていたのです。

染色の仕事では,色 の明るさで良かったのです。明るい色だと,自 動的にその絞りの明る

さが増すのです。美 しく仕上がるのです24)。

ボ ンベ イは,マ ハ ーラーシュ トラ州にあ り,16世 紀 にポル トガルが支 配 して以来,

イ ギ リス植民地 時代 に も貿易港 として有名 であった。多 くのグジ ャラー トの商 人たち

が,ボ ンベイに支 店 を構 えて商売 を していた ことが分 かっている。

ボ ンベイに絞 り染 め工房 や店が あったのは,交 易 の便 の良 さに よる。 ボ ンベ イの絞

り染 めのほ とん どはカ ッチで制作 され,あ る ものは染色 のためにわ ざわ ざジ ャームナ

ガルに まで送 られていた とい う。 また,ボ ンベ イの商人 はルピア(英 領 イン ドの貨幣)

で支払 い,ジ ャームナ ガル商人 はコリ(カ ッチ藩王 国の貨幣)で 支払 った25)。通 貨 の

交換 レー トのせ いで,ル ピアで もらうととて もよいお金 になったので,ア ブラーサ ー

の職 人たちは,ボ ンベイ商 人のために仕事 を したが った とい う26)。

ボ ンベイか らは,た くさんの絞 り染めが,ア ラブ諸国や アフリカに輸出 されていた。

この ような絞 り染 め を生 産,販 売 していたのは,カ ッチのアブラーサ ー出身の3人 の

カ トリー,ハ ジ ・イス マイル,ア ラブ ・バ ーワー,ニ ジスワー ラー だった27)。 この3
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表7キ ャリコ博物館収蔵のグジャラー トの絞り染め

番号 カ タログ番号 名称 生地 産地 制作年代

1 67 オ ダニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サウラシュ トラ 19世 紀末 から20世 紀は じめ

2 68 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀 は じめ

3 69 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 19世 紀末 から20世 紀は じめ

4 70 オ ダ ニ ー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) ジ ョー ゼ ッ ト カ ッチorサ ウ ラ シ ュ トラ 20世 紀

5 71 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 絹 カ ッチ 19世 紀末

6 72 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 19世 紀末 から20世 紀は じめ

7 73 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 絹 サウラシュ トラ 20世 紀 は じめ

8 74 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 19世 紀末

9 75 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サウラシュ トラ 20世 紀

10 76 オ ダニ ー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 絹 サウラシュ トラ 20世 紀

11 77 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 19世 紀末 から20世 紀は じめ

12 78 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 19世 紀末

]3 79 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 絹 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀 は じめ

14 80 オ ダニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 サウラシュ トラ,お そ らくジャームナガル 19世 紀末 から20世 紀は じめ

15 81 オ ダ ニ ー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀半 ば

16 82 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 カ ッチ 20世 紀 は じめ

17 83 オ ダニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 カ ッチ 20世 紀 は じめ

18 84 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 カ ッチ 19世 紀末 から20世 紀は じめ

19 85 オ ダニ ー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 カ ッチ 20世 紀 は じめから半 ば

20 86 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 絹 カ ッチ 20世 紀 は じめ

21 87 ハ ンカ チ(バ ー ン ダニ ー) 木綿 ジ ャームナガル 1968年

22 89 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダニ ー) 木綿 カ ッチorサ ウ ラシ ュ トラ 20世 紀半 ば

23 90 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀半 ば

24 91 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀

25 92 オ ダ ニ ー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀

26 94 オ ダニ ー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀 は じめ

27 95 オ ダ ニ ー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 サ ウ ラ シ ュ トラorカ ッチ 20世 紀半 ば

28 96 オ ダニ ー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 ジ ャームナガル 20世 紀

29 97 サ リー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 ラ ー ジ ャス タ ンorグ ジ ャ ラー ト 20世 紀

30 98 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 ジ ャームナガル 1968年

31 99 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サウラシュ トラ 20世 紀

32 100 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サウラシュ トラ 20世 紀

33 101 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 サウラシュ トラ 20世 紀

34 102 サ リー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 サウラシュ トラ 20世 紀半 ば

35 103 サ リー(バ ー ン ダ ニ ー) 木綿 ジ ャームナガル 1968年

36 ]04 サ リー の 一 部(バ ー ン ダニ ー) 木綿 サウラシュ トラ 20世 紀半 ば

(Buhler,Fisher&Nabholz1980)を 参 照 して筆 者 作 成
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人は,カ ッチの職 人たちに絞 りの仕事 を依頼 していたのである。 その他 に,ボ ンベ イ

では ヒン ドゥー ・カ トリー も絞 り染 め工 房を もっていた28)。

ア ブラーサー地方 では,い くつかの村 で染色 は行 われていたが,そ れ らの染色 は地

元住民 の衣服 のための ものであった。 アブラーサ ーで染色 をお こなっていたカ トリー

たちは,ジ ャームナガルやボ ンベイで生 産 されていた絞 り染 めには関わっていなかっ

た。ジ ャームナ ガルやボ ンベ イで生産 されて いた絞 り染 めの絞 りを行 っていた アブ

ラーサーの職人 たちは,絞 りの工程 にのみ従事 して,染 色 には携 わっていなかったの

である。

6.2ア ブ ラ ー サ ー の職 人 と仲 介 者 の 登 場

当時か ら,ア ブラーサ ー地方 のカ トリーは,絞 りの腕前 で有名 だった。何 人かの名

工 の名前 が人々の記憶 に残 っている。例 えば,ワ イ ヨール村 のス レイマ ン ・イスマイ

ル ・タロテ ィ,コ タラー村 の レヘ ム トラな どであ る。他 に も,絞 りで知 られた村 は,

ゴ リア村(Golia),バ ドロ村(N工 房 の アブ ドゥラーの生 まれた村であ る),ド フ ィー

村(Dophi),ヴ ィ ンジャ ン村(N工 房のバ ルー ンの生 まれ た村 であ る),ア ス リー村

(Asri),コ ロ ダ村(Koroda),ペ パ ル村(Pepal),バ ラ村(Bara),コ ラ村(Kora),ネ

ン ドー ・ヴ ィー ラー ニー村(nendoVilani)ナ ラ村(Nara),ビ ッ タ村(Bitta)な どが

ある。(図4参 照)

ア ブラーサーは,ジ ャームナガルか らもボ ンベ イか らも遠 隔地 だったので,直 接職

人たちが,工 房か ら仕事 を受 けるこ とは難 しか った。そ こで,工 房 は仲介者 を使 った。

ボ ンベ イの絞 り染 め工房 のた めに,絞 りの仕事 の仲介 を最初 に始め たの は,サ ン

ドゥ村 のカサム ・ラ ヒムナ ・カ トリーだった。 アブラーサ ーの職 人たちは,カ サ ムの

ところに行 って,ボ ンベイか らの仕事 を もらった とい う。 カサ ムか ら仕事 を回 して も

らえなかった職 人は,直 接 ジ ャームナガルに出稼 ぎに も行 った とい う。N工 房 のアブ

ドッラーの父 もその ような職 人の一 人だった。

ジ ャー ムナガルか らの仕事 は,カ ッチのブジや ア ンジ ャール在 住 の仲介者 を経て,

ア ブ ラーサーに依託 された29)。そ の うち,ジ ャー ムナガルむけに絞 り染 めを販売 して

いたカ ッチのカ トリーの中か ら,ジ ャームナガルに移住 して工 房を経営す る者が現 れ

た。 もっ とも早 くジ ャームナガルに来たのが,ケ ロイワーラー とい うオルク(呼 び名)

で知 られる一家 の ウマール ・イブラ ヒムで,彼 は まず カ ッチ東部 のケロイ村 か らア ン

ジ ャー ルに移住 した。そ して ア ンジ ャールか らジ ャームナ ガルに来 たのが1946年 の

ことである。
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1961年 の セ ンサス では,カ ッチ出身のムス リム ・カ トリー25軒 が絞 り染め工房 を

経営 してい ると記 されてい る(CensusofIndia1961:7-8)。1946年 か ら1961年 の 間に

次々 とカ ッチか らカ トリーが移住 して きたのであ ろう30)。カ ッチ ・カ トリーが絞 り染

め工 房を設立す るに伴 って,カ ッチのアブラーサ ー地方 の村 々か らも職人が仕事 を求

めてジ ャームナガルにやって来 た。

6.3ア ブ ラ ー サ ー か ら ブ ジ へ

1947年 に イ ン ドは英 国の植 民地 か ら独 立 し,カ ッチ はまず ボ ンベ イ州に,の ちに

グジ ャラー ト州 に編入 された。 それ までつ なが りの深 かったス ィン ドはパ キスタ ン領

に併 合 され,容 易 に行 き来が で きな くなった。王城 であったブジは,カ ッチ県 の県庁

所在地 とな り,県 の行政 や物流 の中心 となっていった。

この ようななかで,ア ブラーサ ーの職 人たちはブジに移住す る ようになった。 これ

までジ ャームナガルやボ ンベ イの絞 り染 め工房 の絞 り職 人を していたアブラーサ ーの

カ トリーたちの一部 は,仲 介者 として仕事 を した りしていたが,そ の ようなカ トリー

の中か ら染色 も行 って,自 らが親方 として工房 を経営 しようとす る者が現 れた。

例 え ば,ア ブバ カ ー ル ・ワ イ ドナー は,ラ クパ ッ ト ・タ ー ル カー の ム ダ ン村

(Mudhan)出 身 なので,ム ダ ンワーラー と呼ばれていたが,ブ ジに移住 して仲介業 を

行 っていた。アブバ カール ・ワイ ドナー は,表12の17番 で あ る31)。ま た,先 に述べ

たケロイワーラー もブジで仲介者 を していた。 この ような,ム ダ ンワーラーやケロイ

ワーラー といった仲介業者が,ブ ジで独立 した工房 を経営す る ようになった。

1950年 代 後半 には,ボ ンベ イか らの絞 り染め の輸 出が減 り,カ ッチ の職 人が引 き

受 けていたボ ンベ イか らの仕事 も減 っていった。 それまでは,ボ ンベ イやジ ャームナ

ガルを介 した婚礼用 のサ リーやヴェール といった絞 り染 めを制作 していたが,絞 り染

めの消 費先 の開拓 と,新 しい商 品の開発が求 め られる時期 に きていたのである。 それ

が,カ トリーたちの言葉 でい う 「フ ァンシー」サ リーや ドゥバ ッター,服 生地 といっ

た,フ ァッシ ョン用 の絞 り染 めであ り,販 売先 はグジ ャラー トの商都 アフマダーバ ー

ドであった。

1970年 代 以 降には,こ の新 しい商 品へ の転換 は成功 し,そ れに伴 って工 房の数 は

増 えていった。 そ して,そ の転換 の背景 には,イ ン ド政府 とグジ ャラー ト州政府 に よ

る手工芸復興 があ り,そ れ を積極 的に活用 してい ったカ トリーたちがい た。1985年

に工房 を設立 したN工 房 も,そ の ような工房 の一つ であった。
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6.4N工 房 の 親 方 た ち

N工 房 の親方 たちは,ア ブラーサ ー地方 の決 して裕福 ではない生 まれである。 アブ

ドゥラーは,ア ブ ラーサー に近い ラ クパ ッ ト ・タール カーのバ ドラ(Bhadra)村 で

1952年 に 生 ま れた。 また,バ ル ー ンは,1956年 に ア ブ ラー サ ー の ヴ ィ ンジ ャ ン

(Vinjan)村 に生 まれた。バルー ンの祖父 は,村 で捺染の仕事 をしていた とい う。

ア ブ ドゥラー は幼 くして父 を亡 くし,ハ ルー ンは,11才 の 時に三人兄 弟そ ろって

ボ ンベイに働 きにや られ,路 上 で寝泊 まりしなが ら生計 を担 っていた。 その ような境

遇 か ら,自 分 たちの力 で工房 を設立 し,発 展 させ てい くことが で きた。

その背景 には,絞 り染 めをめ ぐる時代 の変化が あった。絞 り染 な ど染織 品は,1970

年 代 よ り 「伝 統的 な手 工芸 品」 と して評 価 され,イ ン ド政府の振興 の対象 に なって

いった。 さらに,染 織 品は ファッシ ョンの素材 としての新 しい需要が うまれた。彼 ら

が工房 を成功 させ る ことが で きたのは,政 府 の助成 を活用 し,新 しい需要 に対応 した

商 品 開発が で きた こ とが あ る32)。そ れ には,親 方や その妻 た ちが アブ ラーサ ーで,

ジ ャームナガルやボ ンベイの商 人の注文す る贅沢 な絞 り染 めの絞 りに携 わる職 人の子

どもたち として,身 近 で仕事 を見聞 きし,ま た学 んだ経験が役立 っている。

アブ ドゥラーの曾祖父 ラテ ィー フが故郷バ ドラ村 で どんな仕事 を していたかは分 か

らない。ラテ ィー フには7人 の息子 と一人の娘があ り,70人 の家族 でひ とつ の家(ガ

ル),か ま ど(チ ュー ロー)の もとに住 んでい た とい う。その ラティー フの息子 たち

は,み な絞 り染 めの仕事 をしていた。 ラテ ィー フの息子 の一 人,ア ブ ドゥラーの祖父

に当たるア リモハ マ ドは,農 業 の傍 ら,絞 りの賃仕事 を していた。 ア リモハマ ドには

4人 の息子 と2人 の娘 がいた。息子の ダン ドと娘 のアシア ッ トは姉妹交換婚 を し,パ

キス タンに移住 した。残 りの3人 の息子 たち,ア ブ ドゥルラ ヒム,カ サ ム,ア ユ ーブ

もみな絞 り染 めの仕事 を してい た。 アブ ドゥラーの父親 であ るアブ ドゥルラ ヒムは,

3人 の子供 を残 して早 くに亡 くなったが,カ サムは現在65才,ア ユ ーブは55才 にな

る。カサム とアユ ーブに よる と,兄 弟3人 は,バ ドラ村 で一緒 に絞 り染 めの下絵 を作

る仕事 をしていた。

アブ ドゥラーの父親ア ブ ドゥルラ ヒムは,腕 の良い絞 り染 めの絞 り職人 であった。

その ころ,サ ン ドゥ村 の カサ ムが,ボ ンベイの絞 り染 め工房 の仲 介者 を始 めていた。

しか し絞 りの仕事 は まだ職人 に行 き渡 るほ どはなかったために,ア ブ ドゥルラ ヒムは

ジ ャームナガルに仕事 を求 めて働 きに行 った。

アブ ドゥルラ ヒムは腕の よい職 人であ った。「私 の父 は,下 絵 のない布 にゾウの文
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様 を絞 った ものです。」 と娘 のハキマが言 うほ どの腕前 であ った。普 通は下絵 に沿 っ

て絞 る ところを,下 絵 な しに布 に直接文様 を絞 れるほ どだった とい うこ とである。 ア

ブ ドゥルラ ヒムは,ジ ャームナガルの親方 の ところに仕事 を請 いに行 き,自 分 の絞 り

の腕 を見せ るた めにや ってみせ た らしい。 アブ ドゥルラ ヒム は,ジ ャームナ ガル に

行 って3,4ヶ 月 で亡 くな った。長男 のアブ ドゥラーがll才,次 女 のハ キマが生 まれ

て まだ7ヶ 月の時だった とい うか ら,そ れは1963年 の ことであ る。

残 されたアブ ドゥルラ ヒムの妻 と息子 のアブ ドゥラー,二 人 の娘 は,テ ラー村 のオ

ジ(ア ブ ドゥラーのFB)の 家 に滞 在 した。 アブ ドゥラー は,小 学校2年 生で勉強 を

やめて,オ ジの ところで絞 り染 めの仕事 の見習 いを した。 オジは,ア ブ ドレマ ン ・ラ

テ ィー フといい,ボ ンベ イの ヒン ドゥー ・カ トリーの工房 や,ジ ャームナガルの工房

の仲介者 を していた。 オジの もとで,ア ブ ドゥラー と姉妹 たちは,絞 り染 めの絞 りの

仕事,仲 介者 の仕事,ま たジ ャームナガルやボ ンベ イの工房が生 産 してアラブやアフ

リカ諸 国に輸 出 していた,贅 沢 な絞 り染 めの文様 な どを習 い覚 えた。

アブ ドゥラーは,1975年,25才 の 時にブジ に働 きに来て,そ こで他 人の絞 り染 め

工房 で染 色 を学 んだ。翌1976年,26才 の 時 にバ ルー ンの姉 と結 婚 して しば らくはバ

ドラ村 に住 んでいたが,2年 後 ブジに移住 した。

当時す でに,ア ブ ドゥラーの姻族が ブジで絞 り染 め工房 を経営 していた。 それがハ

ジ ・ハ ッサ ン ・アブバカールである。 父親 のアブバカール ・ワイ ドナーは,す でに前

節 で述べ た ように,ア ブラーサ ーのムダ ン村 か らブジに移住 して,ジ ャームナガルむ

けの仲介者 の仕事 を していた。 アブバ カー ルを通 して,ア ブ ラーサーの職 人た ちに

ジ ャームナガルの仕事が た くさん来 ていた とい う。 この アブバ カールの息子 のハジ ・

ハ ッサ ンは,ア ブ ドゥラーの父 の姉 のサ ラバ イ と結婚 してお り,ま たアブ ドゥラーの

父の弟 カサ ムが ハ ッサ ンの妹 のア ミナ と結婚 していた(つ まりハ ッサ ンとカサ ムは交

換婚 を してい る)。 つ ま り,ハ ジ ・ハ ッサ ンはアブ ドッラー に とっては姻 族 にあ たる

人物 であった。

この ように,当 時アブラーサ ーか らはアブ ドゥラーの親族 や姻族が ブジにでて きて

絞 り染 めの仲介業 の仕事 を行 っていた。 アブ ドゥラー と前後 して,オ ジのカサ ムや ア

ユ ーブ もブジにでて きて絞 り染 めの仕事 を行 っていた らしい。

アブ ドゥラーは,オ ジの家 で絞 り染 めの仕事全般 を覚 え,ま たジ ャームナガルや ボ

ンベ イの工 房 との仕事 の仕方 も学 んだ。 ブジでは染色 も学 び,他 の工房 で十分 に経験

を積 ん だ後,1985年 に義理 の弟のバ ルー ンと一緒 に絞 り染 めの工 房 を始 めたので あ

る。
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絞 り染 めの分業 は,カ ッチの絞 り職 人が,ジ ャームナガル,ボ ンベ イの親方 の仕事

をす るなかか らうまれて きた ものである。 カ ッチの中で も特 にアブラーサ ー地方 のカ

トリーたちは,絞 りの技術 に優 れ,そ の技術 を生 か して食べ てい くために,カ ッチの

外 の都市 の親方 たち と仕事 をした。逆 に技術 に優 れているために,農 業 や農村 の土地

所有者 に縛 られないで比較 的 自由に村 を移動す る ことが で きた。 ジ ャームナガルやボ

ンベイの親方 たちに よって生産 されていた絞 り染 めは,東 ア フリカやアラブ諸 国に輸

出 された。カ ッチのカ トリーたちは,ロ ーカルな場 においてローカルな製 品を作 りな

が ら,同 時にカ ッチの外 に広が る交 易圏のなかで仕事 を行 っていたのである。

その ような仕事 の仕方 の中か ら分業が うまれ,そ の ような分業 を成 り立 たせ る よう

なネ ッ トワー クが うまれていったのである。 またカ ッチのカ トリーは,み ず か らボ ン

ベイやジ ャームナガルに工房 や商店 ,支 店 を開 くことで,絞 り染 めの生 産だけでな く

販売 まで も支配 し,絞 り染 め業 をカ トリー内部 で独 占す る ことに成功 したのである。

7結 論

本稿 では,ム ス リムのカ トリー とい うカース ト的集 団内部 の社会 関係 を,布 の生 産

工程 と分業 に注 目す る ことで明 らかに した。

これ までのムス リムのカース ト論 は,マ ジ ョリテ ィである ヒン ドゥー教徒 と対比 し

て,マ イノ リテ ィとして一括 して論 じられが ちだったムス リムが,実 はカース ト的な

集 団 に分 かれて いる とい うことを明 らか に した点で評価 で きる。 しか しムス リムに

カース ト的集 団が存在す る ことが判 明す る と,ヒ ン ドゥー教徒社会 を分析す るの と同

じ視 点 で,集 団 問の関係 に焦 点が 当て られ,集 団が どの ようにア イデ ンテ ィテ ィを

持 っているか,あ るいは集 団問の関係が ヒン ドゥー社会 の ような宗教 的 ヒエラルキー

を持 っているか,と い うことに議論が集 中 した。

従来 のイ ン ド ・ムス リム論 の研究方法 に従 って,カ トリーを研究す る と,改 宗 ムス

リムであ るカ トリーはカ ッチの ムス リム社 会の 中で は決 して宗教的 に上位 ではな く,

か といって経済 的には下位 ではない とい う位置づ けになる。

しか し,カ トリーに とって重要 な社会 関係 は,ア ラブやア フガニス タン起源 のムス

リム と改宗 ム ス リム との 問の宗教 的な位階 に従 った,他 のム ス リム との関係 で はな

く,布 の生産者や販 売者 として のカ トリーが持 ってい る,他 の布の生産者 や販 売者,

消 費者 との社会 関係 である。 その社会 関係 には,他 のムス リム集 団だけでな く,ヒ ン

ドゥー教徒 も含 まれる。 なかで も,布 の生産 を通 じたカ トリー同士 の関係が重要 であ
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る。

従来 の イン ド ・ムス リム社会論 の ような,ム ス リムの集 団間の関係 に焦点 をあてた

議論 か らは,カ トリー とい う同一集 団を,均 質なま とま りとして見る視点 か ら抜 け出

す ことはで きない。 カ ッチ ・カ トリーは,人 口約8,000人 とい う比較的大 きな内婚集

団であ り,ジ ャマーア ト組織 もしっか りしてい て,カ トリー成員の帰属意識 も強い。

しか し,同 じカ トリーの中で も,経 済 的地位 は個 人に よって異 なる。工房 の親方 な ど

裕福 な者 もいれば,貧 しい者 もいる。 この ようなカ トリー内部 の不均 質 さは,従 来 の

イ ン ド ・ムス リム社会論 か ら明 らかにす る ことはで きない。

カ トリーは,染 色 とい う仕事 を,親 方,職 人,仲 介者 とい う分業 に よって行 ってい

る。 この分業 は,カ ッチ以外 に染 色品 を輸 出 していた ジ ャーム ナガルや ボ ンベ イ と

いった工 房の仕事 を請 け負 う中で,成 立 していった ものである。 また,こ の ような分

業 は,親 族 や姻族 のネ ッ トワークを利用 して作 られていった。 カ トリー同士 の関係 で

もっ とも重要 なのは,染 色 とい う仕事 を介 した親方,職 人,仲 介者 の関係 と,親 族,

姻 族 関係 であ り,こ の二つ の関係 は,た いていは重 な り合 っている。

布 の生 産 とい う仕事 の関係 は,互 いに婚姻 を結 ぶ ことに よって強化 されている。 カ

トリー とい うジ ャマーア トは内婚 の単位 として存在す るが,実 際 にはカ トリー同士 は

誰 とで も婚姻 をす るわけではない。結婚相手 は,仕 事上す でに関係 のある相手,あ る

いは仕事上 のメ リッ トのある相手が注意深 く選 ばれている。婚姻相手 は,た いていは

父系親族 の誰 か,あ るいは母方 の親族 の誰 かであって,互 いに この ような相手 と婚姻

を繰 り返す ことで,一 種 の婚姻サ ークルが形成 される。 しか し一方 で,婚 姻サ ークル

は永続 的な ものではない。仕事上 の関係がイ可らかの理 由で破綻す る と,そ れ までの関

係 とは離 れた別 の親族 や姻族 ネ ッ トワー クを利用す るかたちで,婚 姻相手が選 ばれる

ようになる。

この ように して,カ トリーのジ ャマーア ト内部 の社会 関係 は,布 の生 産を通 して形

成 されてお り,ジ ャマーア トは決 して均質 な集 団ではな く,内 部 にい くつ もの小 さい

グループを抱 えている とい うことが で きる。 そのグループは リネージやクラ ンの よう

な固定的 な ものではな く,形 成や消滅 が く りか えされる ような流動的 な性 質 を持 ち,

形 成 の単位 となるのは個人 であ り,ネ ッ トワーク といったほ うが妥 当な ものである。

本稿 で論 じた ようなジ ャマーア ト内部 の社会 関係 は,従 来 のイ ン ド ・ムス リム社会

論 で論 じられて きた ような,カ ース ト的な集 団が集 団ご とに まとまりを もち,他 の集

団 と地位 をめ ぐる競争 に参入す る とい う構造 とは異 なる。 ジ ャマーア トは同 じ職業 を

もった集 団であるか らこそ,ジ ャマーア ト内部 での競争が はげ しくな り,染 色業 の う
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えで も,婚 姻 関係上 で も,ど の ようなネ ッ トワークを構築 してい くかが 人々の関心 の

中心 にな るので ある。 この ような ジャマ ーア ト内部で の グルー プ化 が進 む こ とで,

ポ ー コックの示すパ ーテ ィダール ・カース トの事例 でみ られた ような,ジ ャマーア ト

の分裂 が引 き起 こされるか どうかは,更 なる観察が必要 であろ う。
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注

1)一 方 で,南 イ ン ドに は カ ー ス ト的 グ ル ー プが 存 在 しな い(Fanslawl996;Mines1978)た め,

イ ン ド ・ム ス リム は普 遍 的 に そ の よ うな グ ル ー プ に分 か れ て い る とは言 い難 い。

2)こ れ ま で商 業 集 団 に とっ て親 族 や婚 姻 関係 が,財 産 の管 理 や 商 売 の拡 大 に とっ て もっ と も

重 要 な 社 会 関 係 で あ る こ と は 指 摘 さ れ て きた(Mannl992;Mines1983;Rizvi1976;Momin

1973)0

3)ポ ー コ ック は,グ ジ ャ ラ ー ト州 の カ ンビ ー とい う カ ー ス ト内 に ヒエ ラ ル キ ーが 生 じ,そ れ

が 婚 姻 関係 を通 じて保 持 され,慣 習 の変 化 を引 き起 こ し,カ ンビ ー とパ ー テ ィダ ー ル とい う

二 つ の カ ー ス トへ の分 裂 を引 き起 こ した過 程 を 明 らか に した(Pocockl972)。

4)そ の他 は,デ ィス チ ャ ー ジ ・プ リ ン ト,ロ ー ガ ンペ イ ン トに従 事 す る。

5)言 語 は,言 語 学 的 に は ス ィ ン デ ィ ー語 に近 い と さ れ る独 自の 言 語,カ ッチ ー 語 を もつ 。

カ ッチ ー語 に は文 字 が な い。

6)カ ッチ 県 の 人 口構成 は,ヒ ン ドゥー教 徒 が75.41%,ム ス リム が19.64%,ジ ャ イ ナ教 徒 が

58%で あ る(DistrictCensusofGujarat1991:14,258-259)。

7)2001年1月26日 の グ ジ ャ ラ ー ト西 部 大 地 震 に よ っ て,ブ ジ の 旧 市 街 の8割 は倒 壊 した。

本 稿 の も とに な っ た調 査 は,震 災前 の1998年 か ら2000年 に か け て行 わ れ た。

8)Rangrezと は,カ ー ス ト名 で あ るが,染 色 をす る者 とい う意 味 を もつ 。

9)婚 礼 衣 装 は,コ ミュ ニ テ ィ の帰 属 を示 す もの とみ な さ れ て い る(金 谷2002,2005b)。

10)サ ウ ラ シ ュ トラ の ジ ャ ー ム ナ ガ ル,ポ ー ルバ ン ダ ル で は ヒ ン ドゥー ・カ トリーが 絞 り染 め

生 産 に携 わ っ て い る。 ま た,バ ナ ス カ ンタ の デ ィ ーサ で ヒ ン ドゥー ・カ トリーが 捺 染 業 に従

事 し,パ タ ー ンで は マ シ ュ ル とい う絹 織 物 生 産 に携 わ っ て い る。

11)マ ン ドヴ ィー は,マ シ ュ ル の生 産 は,ヒ ン ドゥー ・カ トリーが 中心 に な っ て行 わ れ て い た

が,現 在 で は,マ ン ドヴ ィー の ヒ ン ド ゥー ・カ トリー の染 色 業 者 は カ トリ ー ・キ シ ョー ル ・

マ ン トラ の経 営 す る一 軒 の み で あ る。 カ ッチ で染 色 業 に従 事 す る他 の ヒ ン ドゥー ・カ トリー

は,ブ ジ の キ シ ョー ル ・カ トリー と,カ ッチ東 部 に位 置 す るベ ラ村 の ガ ネパ ッ トバ イ ・ピ タ

ンパ ダ ー ス の二 人 の み で あ る 。

12)近 年 で は,カ ッチ 出 身 の ヒ ン ドゥー ・カ トリー の一 部 の 人 々 の 問 で,カ ース ト名 称 の改 称

運 動 が お こ っ て い る。 そ の 人 々 は,カ トリー の起 源 を ブ ラ ーマ ン とク シ ャ トリヤが 先 祖 で あ

る と主 張 し,双 方 の名 前 を継 い だ ブ ラ フ マ ・ク シ ャ トリヤ とい う呼 称 を用 い始 め て い る。 こ

の呼 称 は カ ッチ で は そ れ ほ ど浸 透 して お らず,ま た ム ス リム ・カ トリー は こ の呼 称 を用 い な

いO

l3)絞 り染めは,日 本,東 南アジア,南 米,ア フリカなど世界各地に見ることのできる技法で

ある。インド最初の絞 り染めは,6世 紀か ら7世 紀に描かれたアジャンター遺跡の壁画に現

れてお り,7世 紀の文献には花嫁のオダニーとしての絞 り染めの記述がでて くる(Murphy
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andCrill1991:9)o

l4)た だ し,他 の 歴 史 記 述 で は,14世 紀 か ら15世 紀 に はす で に グ ジ ャ ラー トや カ ッチ に絞 り

染 め が存 在 した こ と を示 す もの もあ る(Nabholz-Kartaschoff1986:274;MurphyandCrill1991:

9‐IZ>o

l5)1961年 に全 イ ン ドで行 わ れ た手 工 芸 調 査 に よ る と,カ ッチ 全 体 で 絞 り染 め 産業 に 従 事 す

る人 口 は4,000人 で あ り,ブ ジ の絞 り染 め産 業 従 事 者 は,300-400世 帯1,500人,そ の う ち

工 房 経 営 者 が25-30世 帯 で あ る 。(当 時 の ブ ジ の 全 人 口 は40,180人)(Censusoflndial961:

26-27)。

16)染 色 は,化 学 染 料 で 行 わ れ る 。 ア シ ッ ド(酸1生 染 料),ナ フ トー ル(ア ゾ イ ッ ク染 料),

ヴ ェ ー ト(建 染 染 料,あ る い は還 元 染 料)の3種 類 で あ る。 他 に ダ イ レク ト(直 接 染 料)や

ア リザ リ ン(赤 色 の媒 染 染 料),BS(直 接 染 料)を 用 い る工 房 もあ る。

17)絞 り職 人 の収 入 は,あ る25才 の若 い夫 婦 世 帯 で は,本 人 と妻 が と もに絞 りの仕 事 を して,

サ ル カ ム の工 賃 が1,000カ リにつ き80ル ピー,バ ル テ ィ ー の工 賃 は1,000カ リにつ き150ル

ピ ー とい う値 で仕 事 を し,収 入 が 月 に二 人 合 わ せ て3,000ル ピー で あ っ た 。1ル ピー=約3

円(1998年 当 時)。

18)近 年 需 要 が 増 えて き た もの に,木 綿 の 安 価 な服 生 地 の た め の 絞 り染 め が あ る。 これ に は,

そ れ ほ ど高 度 な絞 りは要 求 され な い。 絞 りの工 賃 も,服 生 地1枚 につ き12ル ピ ーか ら40ル

ピー ,サ リー1枚 に つ き25ル ピー か ら30ル ピー で あ る 。 仲 介 者 は,こ れ らの 服 生 地 や サ

リー を1枚 に つ き1ル ピ ー の手 数料 で 下 請 け に請 け負 っ て い る。 安 価 な絞 り染 め の 絞 りは,

高 度 な技 術 を要 求 さ れ な い うえ に,短 時 間 で現 金 収 入 が 得 られ る た め に,カ トリー以 外 の主

に女 性 た ちが 多数 参 入 した。

19)ノ ック は,グ ジ ャ ラ ー テ ィー語 で ア タ ク(atak)と も呼 ばれ る。

20)交 換 婚 は主 に経 済 的 な理 由 か ら行 わ れ る とカ トリー は考 え て い る。 花 嫁 の両 親 が 花 嫁 に持

たせ るパ ー チ ー と,花 婿 が 花 嫁 に贈 るペ ロ,マ ハ ル は,双 方 の家 の 問 で 同時 に贈 り合 う こ と

で相 殺 され る こ とは な いが,同 時 に2つ の婚 姻 を執 り行 う た め に,式 自体 の経 費 と親 族 間 の

贈 答 品 の節 約 に な る 。

21)厳 密 に は,こ こ で述 べ られ て い る村 々 は,ア ブ ラ ーサ ー郡 とラ クパ ッ ト郡 に ま たが っ て い

る。 しか し,多 くは ア ブ ラ ーサ ー に属 して い る し,ま た ア ブ ドゥラ ー やハ キマ の語 りの な か

で は,自 分 た ち は ア ブ ラ ーサ ー 出 身者 で あ り,ア ブ ラ ーサ ー の絞 り染 め を特 別 な もの で あ る

とい う語 りが み られ る た め に,こ こ で は,地 域 を指 し示 す 地 名 と して ア ブ ラ ーサ ー を用 い る。

ま た,行 政 区域 の地 名 とは別 に,ロ ー カ ル な地 名 と して,ア ブ ラ ーサ ー とラ ックパ ッ トの一

部 を ゲ ロパ ッ ト(geropat)と 呼 ん でい た こ と も踏 ま え てい る。

22)ジ ウ ラ ー ジ ・ギ ル タル は,1930年 にベ ーチ ャ ル ・デ ウ ジ ー が ポ ー ル バ ン ダル に店 を 開業,

ベ ー チ ャ ル の息 子 の ジ ム ナ ダ ース ・ベ ー チ ャ ルが ボ ンベ イ に 店 を 開業 した。

23)マ ー フ ィ ー とク リル に よ る と,グ ジ ャ ラ ー トで は ガ ルチ ョー ラ ー ・サ リー は カ ソ ンビ ー と

呼 ば れ,そ れ は 紅 花 に よ っ て 染 色 さ れ て い た か らで あ ろ う とい う(MurphyandCrill1991:

zs)0

24)ジ ャ カ リヤ ・ウ マ ー ル ・カ トリー,ブ ジ,1999年2月2日 。

25)カ ッチ の通 貨 は,1860年 か ら1948年 ま で使 用 さ れ て い た(Menon1999:63)。

26)ジ ャ カ リヤ ・ウ マ ー ル ・カ トリー,ブ ジ,1999年2月7日 。

27)ハ ジ ・イス マ イ ル は テ ラ ー村 出 身,ア ラ ブ ・バ ー ワ ー はス ト リー村 出 身,ニ ジ ス ワ ー ラ ー

は,コ タ ラ ー村 出 身 で あ る。 いず れ も,ボ ンベ イ の ドゥー ド ・バ ザ ー ル(牛 乳 市 場)と い う

とこ ろ に 店 を持 っ て い た。

28)ボ ンベ イ で工 房 を持 っ て い た の は,ジ ム ナ ダ ー ス ・ベ ー チ ャ ル ダ ー ス とチ ャ ー ガ ン ・ トー

パ ンの二 人 で あ る。 こ れ らボ ンベ イ の ヒ ン ドゥー ・カ トリー商 人 のエ ー ジ ェ ン トを して い た

のが,テ ラ ー村 の モ ハ マ ド ・ス レイマ ン ・カ トリー とア ブ ドレマ ン ・ラ テ ィ ー フ ・カ トリー

(ア ブ ドゥラ ー のFB)だ 。 ア ブ ドゥ ラ ー とハ キマ は,父 親 が 亡 くな っ た後,父 親 の兄 で あ る

ア ブ ドレマ ンの とこ ろ に住 み,絞 り染 め の仕 事 を学 ん だ とい う。

29)ケ ロ イ ワ ー ラ ー,ジ ャ ー ム ナ ガ ル,1999年12月5日 。

30)1961年 のCensusofHandicraft(1961:7-8)に よ る と,ジ ャ ー ム ナ ガ ル は,グ ジ ャ ラ ー トの

絞 り染 め産 地 の な か で も最 大 の場 所 で あ り,絞 り染 め に従 事 す る 人 口 は,約3,000人,1,090

戸 で あ る 。3つ の コ ミュ ニ テ ィが そ の 仕 事 を独 占 して い て,最 大 の グ ル ー プ は,ヒ ン ド ゥー

の ブ ラ フ マ ・ク シ ャ トリヤ(カ トリー),2番 目が ム ス リム の カ トリー(ハ ラ イ ・カ トリー),

3番 目が ム ス リム の カ ッチ ・カ トリ ー と あ る。 ヒ ン ドゥー の ハ ラ イ ・カ トリー と ムス リ ム の
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ハライ ・カ トリーはジャームナガル周辺のサウラーシュ トラ出身のカ トリーである。ムスリ

ムのハライ ・カ トリーは,職 人のみで工房を経営する者はいない。

31)表12の17番 は,表12の1番 の工房のアブ ドゥラーの親族にとっては姻族にあたる人々

である。

32)絞 り染めが 「手工芸品」 として新たな需要をもった過程 と国家による手工芸振興政策との

関わり,新 たな需要に染色業者たちが どのように対応 したかについては(金谷2005a)を 参照。
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